
第6回埼玉フェスタ
イベントプログラム

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

8階講堂

9階実習室

9階第1講義室

9階第2講義室

９階第3講義室

9階第4・5講義室

9階ロビー

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

8階講堂

9階実習室

9階第1講義室

9階第2講義室

9階第3講義室

9階第４・５講義室

9階ロビー

10月13日(土)
会場

10月1４日(日)
会場

社交ダンス体験 公開講演会

公開勉強会

交流パーティー健康体操

朗読の会 DVDオペラ鑑賞

団体展示・絵手紙教室

バザー

個人作品展示

茶席コーナー

団体展示・絵手紙教室

バザー

個人作品展示

茶席コーナー

オカリナ演奏

PC教室

去
る
6
月
6
日
（
金
）
午

後
第
６
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
平
野
事
務
長
、

目
黒
係
員
、
実
行
委
員
32
名

が
出
席
し
た
。

会
議
で
は
、
実
行
委
員
の

保
険
加
入
、
各
サ
ー
ク
ル
の

イ
ベ
ン
ト
の
日
時
開
催
場
所

等
の
調
整
、
準
備
段
階
で
の

実
行
委
員
の
配
置
等
の
検
討

が
行
わ
れ
た
。

各
サ
ー
ク
ル
の
イ
ベ
ン
ト

と
時
間
、
場
所
は
下
記
の
イ

ベ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
り

決
定
さ
れ
た
。
例
年
以
上
に

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
、

同
窓
生
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

第
2
回
の
実
行
委
員
会
は

8
月
7
日
（
火
）
午
後
2
時

か
ら
第
1
講
義
室
で
開
催
さ

れ
る
。
実
行
委
員
会
で
は
、

フ
ェ
ス
タ
運
営
に
は
多
く
の

人
手
を
必
要
と
し
て
い
る
の

で
、
ご
都
合
の
つ
く
方
の
参

加
を
お
願
い
し
た
い
と
希
望

し
て
い
る
。

第
１
回
サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き

「
こ
れ
か
ら
の
食
べ
物
と
遺

伝
子
組
換
え
食
品
」
を
テ
ー

マ
に
、
サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
サ
ロ
ン
は

学
生
の
皆
さ
ん
と
教
員
と
の

交
流
の
架
け
橋
で
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

8
月
8
日
（
水
）

13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所

放
送
大
学
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
第
2
講
義
室

内
容
：
分
子
生
物
学
研
究
の

飛
躍
的
発
展
に
よ
り
、
多
く

の
生
物
の
遺
伝
子
の
構
造
と

機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
や
が
て
90
億
人

を
越
え
る
地
球
上
の
人
々
の

食
べ
物
を
考
え
る
と
き
、
遺

伝
子
組
換
え
作
物
の
研
究
を

は
じ
め
と
す
る
生
物
の
遺
伝

子
資
源
の
活
用
が
大
き
な
カ

ギ
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
健
康
で
長
生

き
を
す
る
た
め
の
食
べ
物
へ

の
期
待
と
展
望
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

下
記
日
程
に
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
習
相
談
を

含
む
）
を
開
催
し
ま
す
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。
）

開
催
日

8
月
11
日
（
土
）
、

8
月
19
日
（
日
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説

明
、
履
修
案
内
、
卒
業
生
の

体
験
談
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談
な
ど

8
月
19
日
（
日
）

題
目
「
夏
の
猛
暑
と

ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

講
師

三
上
岳
彦

帝
京
大
学
教
授

8
月
25
日
（
土
）
14
時
～

題
目
「
豊
臣
秀
吉
は
征
夷
大

将
軍
に
な
り
た
か
っ
た
か
？
」

講
師

堀

新

共
立
女
子
大
学
教
授

平
成
24
年
度
第
2
学
期
の

科
目
登
録
期
間
は
、
郵
送
に

よ
る
場
合
は
平
成
24
年
8
月

13
日
（
月
）
か
ら
平
成
24
年

8
月
31
日
（
金
）
（
本
部
必

着
）
で
す
。
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
に
よ
る
場
合
は
、
平
成

24
年
9
月
1
日
（
土
）
18
時

ま
で
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
登

録
は
、
科
目
登
録
申
請
期
間

内
で
あ
れ
ば
変
更
・
追
加
・

取
り
消
し
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
す
べ
て
の
科
目
を
取

り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
22
日
（
日
）
か
ら
8

月
1
日
（
水
）
ま
で
単
位
認

定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試

験
時
間
を
確
認
し
、
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
今
年
も
節
電
の
た

め
、
室
温
が
例
年
よ
り
も
高

め
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
で
暑
さ
対
策
を
し
て
試

験
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
証
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
方
は
早
め
に
受
け

取
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

試
験
間
際
は
窓
口
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
。

第２１号 学 生 新 聞 平成２４年７月２１日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

第
６
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

10
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

第
2
回

実
行
委
員
会

単
位
認
定
試
験

オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
開
催

第
1
回

実
行
委
員
会

開
催

「
禍
と
福
」

（
わ
ざ
わ
い
と
幸
せ
）

笹
原
誠
二

▽
５
月
19
日
、
利
根

川
水
系
か
ら
取
水
し

て
い
る
埼
玉
、
千
葉

の
両
県
の
浄
水
に
「
有
害
物

質
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
」

が
検
出
さ
れ
、
私
の
住
む
野

田
市
で
は
、
翌
朝
ま
で
断
水

が
続
き
、
日
常
生
活
に
大
混

乱
が
生
じ
た
。

▽
翌
20
日
、
私
は
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
で
同
窓
会
の
総
会

の
準
備
中
に
、
突
然
、
妻
が

上
野
の
美
術
館
で
転
倒
し
て

後
頭
部
を
強
打
し
、
そ
の
ま

ま
救
急
車
で
お
茶
の
水
の
大

学
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
と
の

連
絡
を
受
け
、
不
安
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
な
が
ら
、
急
遽

病
院
に
駆
け
つ
け
た
。
（
幸

い
そ
の
後
快
方
に
向
か
っ
て

い
る
）

▽
５
月
21
日
、
午
前
７
時
21

分
過
ぎ
か
ら
、
「
世
紀
の
金

環
日
食
」
が
始
ま
り
、
首
都

圏
で
は
実
に
１
７
３
年
ぶ
り

の
天
体
シ
ョ
ー
が
観
測
さ
れ

た
。
日
食
グ
ラ
ス
を
か
ざ
し

た
何
千
万
の
人
が
学
校
、
公

園
、
屋
上
な
ど
で
一
瞬
ご
と

に
変
化
す
る
日
食
の
様
子
を

一
喜
一
憂
し
な
が
ら
見
守
っ

た
。

▽

翌
22
日
は
、
待
ち
に
待
っ

た
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

が
開
業
し
、
６
４
３
メ
ー
ト

ル
の
夢
を
乗
せ
た
、
日
本
の

新
し
い
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
誕

生
を
祝
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
「
禍
福
は

糾
え
る
縄
の
ご
と
し
」
と
故

事
に
あ
る
よ
う
に
、
人
の
禍

福
、
幸
・
不
幸
は
縒
り
あ
わ

さ
れ
た
縄
の
よ
う
に
相
表
裏

し
て
、
か
わ
る
が
わ
る
や
っ

て
く
る
も
の
だ
と
実
感
し
た
。

学生手帳

客
員
教
授
の

サ
ロ
ン
開
設

公
開
講
演
会

科
目
登
録

波
紋
の
行
先

客
員
教
授

佐
々
木
照
央

放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
客
員
と
し
て
約

２
年
、
職
員
・
学
生
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
つ

つ
、
外
国
語
学
習
の
助
け
に
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を

教
え
ま
し
た
。
聴
講
生
か
ら
は
熱
気
あ
ふ
れ
る
感

想
を
い
た
だ
き
、
語
学
習
得
に
つ
い
て
の
私
の
思

い
は
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
９
月
か
ら
中

国
山
東
省
の
棗
庄
学
院
と
い
う
小
さ
な
大
学
で
、

日
本
語
・
日
本
文
学
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
中
国
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
か
ら
の
呼
び

か
け
に
応
じ
た
も
の
で
す
。
目
下
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

で
日
本
語
教
科
書
の
準
備
中
、
国
語
学
・
日
本
語

学
の
発
展
に
一
石
を
投
じ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

縁
と
は
不
思
議
な
も
の
、
ほ
ん
の
小
さ
な
行
動
で

も
波
紋
を
起
こ
し
、
遠
い
所
で
木
霊
す
る
。
そ
し

て
運
命
が
変
わ
り
、
歴
史
が
刻
ま
れ
る
。
真
剣
な

行
為
な
ら
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
ど
こ
か
で
見
ら
れ

て
い
る
。
皆
さ
ん
の
放
送
大
学
で
の
勉
強
も
同
じ

で
す
。
放
送
大
学
の
講
義
の
質
は
私
の
眼
か
ら
見

て
と
て
も
高
い
。
純
粋
な
感
性
と
意
欲
が
あ
り
勤

勉
で
あ
れ
ば
、
そ
の
講
義
の
精
髄
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
同
じ
講
義
で
も
受
け
手
の
姿
勢
に
よ
っ

て
豊
穣
さ
が
異
な
る
。
決
し
て
目
先
の
利
害
得
失

に
右
往
左
往
せ
ず
、
己
の
信
じ
る
真
理
に
向
か
っ

て
一
瞬
一
瞬
の
光
陰
を
全
身
全
霊
で
生
き
て
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。
な
か
で
も
語
学
力
は
裏
切
ら
な

い
。
辞
書
を
引
い
て
読
書
す
る
と
い
う
着
実
な
日
々

の
鍛
練
が
実
を
結
ぶ
。
私
が
選
ん
だ
語
学
の
道
は

い
つ
の
ま
に
か
世
界
と
日
本
を
つ
な
ぐ
道
に
導
い

て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
7
月
13

日

探
訪
コ
ー
ナ
ー

東
京
多
摩

学
習
セ
ン
タ
ー

６
月
17
日
（
日
）
東
京
多

摩
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

東
京
多
摩
学
習
セ
ン
タ
ー
開

所
10
周
年
並
び
に
東
京
多
摩

同
窓
会
創
立
５
周
年
を
記
念

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。

会
場
は
一
橋
大
学
校
門
を

入
っ
て
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
中

央
に
位
置
す
る
国
際
共
同
研

究
セ
ン
タ
ー
の
一
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、
近
隣
の
学
習
セ

ン
タ
ー
所
長
や
事
務
長
、
同

窓
会
会
長
等
も
多
数
参
加
さ

れ
た
。
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
菅
野
セ
ン
タ
ー
長
、

平
野
事
務
長
、
同
窓
会
か
ら

森
岡
が
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
は
「
放
送
大
学
と
東
京
多

摩
学
習
セ
ン
タ
ー
」
、
基
調

講
演
は
岡
部
洋
一
学
長
、

「
岡
部
学
長
先
生
と
語
る
」

と
い
う
こ
と
で
４
人
の
学
生

さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

並
ば
れ
進
め
ら
れ
た
。
斉
藤

正
章
准
教
授
の
司
会
で
パ
ネ

リ
ス
ト
は
放
送
大
学
ら
し
く

若
い
男
子
学
生
さ
ん
、
大
学

院
を
卒
業
し
博
士
課
程
準
備

中
の
同
窓
会
員
、
仕
事
を
継

続
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
目
指
す
女
性
、
同
窓
会

員
で
今
も
学
生
と
し
て
学
ぶ

男
性
な
ど
多
士
済
済
で
そ
れ

ぞ
れ
の
学
び
に
つ
い
て
熱
く

語
ら
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、

同
会
場
に
て
記
念
式
典
が
行

な
わ
れ
、
来
賓
の
一
橋
大
学

学
長
、
小
平
市
長
、
同
窓
会

連
合
会
会
長
か
ら
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
会
場
を

如
水
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー

ナ
に
移
し
て
祝
賀
会
が
催
さ

れ
た
。

放
送
大
学
50
番
目
の
学
習

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
一
橋
大

学
構
内
に
開
校
さ
れ
た
東
京

多
摩
学
習
セ
ン
タ
ー
歴
代
の

セ
ン
タ
ー
長
が
揃
わ
れ
、
開

校
当
時
の
思
い
出
を
感
慨
深

く
語
ら
れ
た
の
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

学
習
セ
ン
タ
ー
・
在
学
生
・

同
窓
会
が
一
体
と
な
っ
た
祝

賀
会
行
事
は
、
放
送
大
学
の

在
り
方
を
示
す
あ
る
種
の
さ

わ
や
か
さ
を
感
じ
た
。

（
森
岡
）



・
８
月
22
日
（
水
）

「
後

期
活
動
計
画
の
策
定
」
「
秋

季
合
宿
の
詳
細
提
示
」

午
後
13
時
30
分
よ
り
学
習

セ
ン
タ
ー
９
階
講
義
室

・
９
月
下
旬
よ
り
10
月

「
秋
季
合
宿
」
詳
細
は
別
途
、

内
容
確
定
後
に
連
絡
。

今
年
も
秋
の
フ
ェ
ス
タ
の

出
し
物
に
期
待
し
て
く
だ
さ

い
！８

月
の
健
康
体
操
は
お
休

み
で
す
。

毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
30

分
か
ら
８
階
講
堂
に
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

９
月
か
ら
の
ご
見
学
を
お
待

ち
し
ま
す
。

９
月
８
日
〈
土
〉
、
９
月

29
日
（
土
）
に

勉
強
会
。

８
月
７
日

（
10
時
～
12
時

30
分
）

８
月
28
日
、
９
月
４
日
、

９
月
18
日
、
9
月
25
日

（
い
ず
れ
も

13
時
～
16
時

30
分
）

定
例
勉
強
会

８
月
14
日
（
火
）

テ
ー
マ
「
お
台
場
今
昔
」

イ
ベ
ン
ト

８
月
23
日
（
木
）

青
春
18
切
符
の
旅

Ｐ
Ｃ
楽
習
会

８
月
7
日
（
火
）
以
降

第
2
火
曜
日
を
除
く
毎
週

火
曜
日

８
月
4
日
（
土
）
10
時
～

さ
い
た
ま
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

８
月
18
日
（
土
）
・
８
月
25

日
（
土
）
10
時
～

下
落
合
コ
ミ
セ
ン

９
月
1
日
（
土
）
、
９
月
８

日
（
土
）
、
９
月
15
日
（
土
）

場
所
未
定

８
月
10
日
（
金
）

８
月
17
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら

各
地
で
梅
雨
明
け
宣
言
が

出
て
暑
い
夏
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
九
州
各
地
で
は
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

よ
う
な
大
雨
で
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
心
が
痛
み
ま
す
。

猛
暑
と
と
も
に
試
験
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
相

変
わ
ら
ず
泥
縄
の
勉
強
を
し

な
が
ら
反
省
し
き
り
で
す
。

次
号
は
9
月
下
旬
発
行
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
の
詩
歌
、

随
想
等
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
若
松
）

第２１号 学 生 新 聞 平成２４年７月２１日2

サ
ー
ク
ル
案
内

編
集
後
記

俳
句題

箋
の
剥
げ
た
る
俳
書
羽
抜
鶏

敏
子

一
点
を
す
る
り
と
過
ぎ
る
心
太

安
代

神
苑
の
末
の
光
受
け
し
未
草

明
美

紫
陽
花
や
路
地
に
眩
し
き
雨
上
が
り

由
美

初
摘
み
の
ト
マ
ト
も
添
え
る
朝
餉
か
な

八
重
子

紫
陽
花
の
一
輪
光
集
め
け
り

智
子

立
葵
今
も
守
り
し
武
家
屋
敷

と
く
江

夜
の
市
海
ほ
う
ず
き
の
鳴
き
音
か
な光

娥

風
か
ほ
る
氷
川
の
杜
や
献
茶
式

保
子

（
つ
み
草
）

川
柳

四
倉

光

梅
雨
入
り

気
象
庁

予
想
通
り
と

雨
を
乞
い

気
象
庁

豪
雨
に
な
る
と

活
気
づ
き

日
々
好
日
（
三
）

岡
里
順
子

某
月
某
日

通
学
用
回
数
券
を
購
入
す
る
の
に

不
便
に
な
っ
た
。
最
寄
り
の
埼
京
線

十
条
駅
の
「
み
ど
り
の
窓
口
」
が
昨

年
の
10
月
に
廃
止
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
大
宮
駅
は
混
雑
で
時
間
が
か

か
る
の
で
、
赤
羽
駅
で
購
入
し
た
。

最
初
の
時
は
窓
口
で
割
引
乗
車
券
購

入
書
と
学
生
証
を
出
し
た
時
「
研
修

中
」
の
バ
ッ
ジ
を
し
て
い
た
担
当
者

は
「
放
送
大
学
」
と
「
割
引
乗
車
券
」

が
分
ら
な
い
ら
し
く
、
「
放
送
大
学
？
」

と
怪
訝
な
顔
で
私
を
見
た
。
他
の
職

員
に
応
援
し
て
も
ら
い
な
が
ら
発
券

し
た
が
、
結
構
時
間
が
か
か
っ
た
。

2
度
目
の
時
は
窓
口
に
乗
車
券
購

入
書
を
出
す
と
、
窓
口
の
方
が
「
こ

の
前
は
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
言

い
、
ス
ム
ー
ズ
に
発
券
し
て
く
れ
た
。

彼
女
は
放
送
大
学
と
私
の
事
を
覚
え

て
く
れ
て
い
た
。

学
習
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
大
宮
駅
で

の
回
数
券
の
購
入
は
、
大
学
の
説
明

を
し
な
く
て
も
す
ぐ
で
き
る
が
、
他

の
駅
で
の
購
入
の
際
に
は
、
「
放
送

大
学
」
の
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。
今
回
、
一
人
の

方
に
「
放
送
大
学
」
を
知
っ
て
も
ら

え
た
事
、
若
い
方
の
礼
儀
の
正
し
さ

が
分
か
り
、
「
好
日
」
の
一
日
だ
っ

た
。某

月
某
日

メ
タ
ボ
気
味
な
の
で
な
る
べ
く
歩

く
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
嵩
の
張
る

買
い
物
が
あ
っ
た
の
で
久
し
ぶ
り
に

自
転
車
で
出
か
け
た
。
自
転
車
で
怪

我
を
し
た
こ
と
が
あ
る
私
に
、
家
人

は
「
気
を
付
け
て
行
け
ョ
」
と
送
り

出
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
声
を
背
中

で
聞
き
流
し
家
を
出
た
。
梅
雨
の
晴

れ
間
の
気
持
良
さ
に
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
て
し
ま
い
、
角
を
曲
が
っ
た
出
会

い
頭
に
自
転
車
同
士
で
ぶ
つ
か
っ
て

し
ま
っ
た
。
双
方
と
も
一
時
停
止
を

し
な
か
っ
た
た
め
で
、
私
の
前
輪
が

相
手
の
足
に
当
た
り
そ
の
は
ず
み
で

私
は
転
倒
し
た
。

相
手
の
方
は
、
そ
の
筋
の
方
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
風
貌
で
、
私
の

頭
の
中
は
「
殴
ら
れ
る
か
、
そ
れ
と

も
お
金
！
」
と
め
ま
ぐ
る
し
く
回
転

し
な
が
ら
も
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
の
言
葉
が
出
た
。
そ
の
方
は
、

「
ば
ー
ち
ゃ
ん
大
丈
夫
か
、
怪
我
は

な
い
か
」
と
私
の
自
転
車
を
起
こ
し

な
が
ら
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
大
事

に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
「
で
は
」

と
別
れ
た
。

一
瞬
で
も
外
見
で
人
を
判
断
し
た

自
分
を
恥
じ
、
後
ろ
姿
に
「
ご
め
ん

な
さ
い
」
と
謝
っ
た
。
帰
宅
し
て
右

足
の
親
指
を
痛
め
て
い
る
事
が
分
か
っ

た
が
、
気
分
は
爽
や
か
だ
っ
た
。

詩
歌
・
川
柳

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

荒
川
良
雄

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
は
、

平
成
17
年
4
月
１
日
に
成

立
し
ま
し
た
。

岩
槻
区
は
、
さ
い
た
ま

市
中
央
区
の
北
東
に
位
置

し
、
面
積
は
さ
い
た
ま
10

区
中
最
大
の
広
さ
、
人
口

は
約
11
万
2
千
人
。
14
才

以
下
の
人
口
の
占
め
る
割

合
は
10
区
中
最
下
位
、
65

才
以
上
の
人
口
の
占
め
る

割
合
は
10
区
中
最
大
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

岩
槻
区
の
特
色
は
「
人

形
」
と
「
お
城
」
と
言
わ

れ
て
お
り
、
今
回
は
「
人

形
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

岩
槻
が
人
形
の
街
と
し

て
名
を
轟
か
せ
た
ル
ー
ツ

は
江
戸
時
代
に
遡
り
ま
す
。

三
代
将
軍
家
光
が
日
光
東

照
宮
を
造
営
し
、
そ
の
街

道
筋
の
宿
場
町
岩
槻
は
工

人
（
職
人
）
・
資
材
運
搬

の
人
馬
で
賑
わ
い
、
物
・

人
の
交
流
が
盛
ん
で
し
た
。

人
形
成
立
の
文
字
記
録
と

し
て
残
っ
て
い
る
も
の
は
、

「
１
６
９
７
（
元
禄
10
年
）

の
8
月
、
京
都
か
ら
来
た

仏
師
恵
信
が
日
光
廟
修
理

の
帰
途
、
岩
槻
で
病
気
に

な
り
、
藩
医
か
ら
手
厚
い

看
護
を
う
け
回
復
し
た
。

恵
信
は
、
岩
槻
に
桐
細
工

師
が
多
く
、
細
工
か
ら
出

る
桐
粉
に
注
目
、
こ
れ
と

生
麩
糊
（
し
ょ
う
ふ
の
り
）

と
岩
槻
の
水
で
練
り
固
め

発
色
効
果
が
あ
ざ
や
か
な

煉
瓦
状
の
も
の
を
考
え
た
。
」

恵
信
は
素
材
と
し
て
桐
粉

を
練
り
形
を
つ
く
る
技
術

を
伝
え
た
。
恵
信
は
東
照

宮
修
理
に
参
加
し
、
し
か

も
藩
医
が
直
接
治
療
に
あ

た
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

相
当
有
名
な
仏
師
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

そ
の
後
文
化
・
文
政
ご

ろ
橋
下
十
兵
衛
が
「
裃
雛
」

（
か
み
し
も
）
考
案
す
る

な
ど
多
く
の
人
形
師
が
技

法
の
向
上
に
つ
と
め
、
江

戸
時
代
末
期
に
は
藩
の

「
お
と
め
品
」
と
さ
れ
る

ほ
ど
重
要
な
産
業
に

な
り
ま
し
た
。
人
形

は
頭
づ
く
り
に
始
ま

り
、
衣
装
を
つ
け
組

み
立
て
る
ま
で
多
数
の
工

程
と
専
門
職
人
の
高
度
な

技
術
の
結
晶
と
い
え
ま
す
。

岩
槻
人
形
の
特
色
は
、

同
一
産
地
・
多
種
生
産
と

言
え
ま
す
。
気
品
の
「
雛

人
形
」
・
愛
ら
し
い
「
わ

ら
し
べ
人
形
」
、
そ
の
他

「
舞
踏
」
・
「
浮
世
絵
」

各
人
形
等
概
ね
８
種
類
に

な
り
ま
す
。

全
国
に
出
回
る
人
形
の

「
頭
」
の
約
90
％
、
人
形

の
装
い
に
必
要
な
小
道
具

の
ほ
ぼ
100
％
は
岩
槻
で
生

産
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

例
年
３
月
約
1
ヶ
月
に

お
よ
ぶ
「
ま
ち
か
ど
雛
め

ぐ
り
」
の
行
事
は
、
岩
槻

の
ま
ち
が
最
も
華
や
ぐ
時

な
の
で
す
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

探
訪

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
（
一
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

笹
原
誠
二

日
本
は
周
囲
を
広
大
な
海
で
囲
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
領
海
と
さ
ま
ざ
ま

な
経
済
的
権
益
を
持
つ
排
他
的
水
域

を
含
む
面
積
で
は
、
「
日
本
の
海
」

と
し
て
は
世
界
第
６
位
の
広
さ
を
占

め
て
い
る
。
し
か
も
日
本
海
溝
な
ど

の
深
い
海
を
有
し
て
い
る
の
で
、
海

水
量
で
み
る
と
、
実
に
世
界
第
４
位

の
「
海
洋
大
国
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

日
本
近
海
の
海
の
生
物
の
種
類
は

多
く
、
世
界
中
の
海
に
生
息
す
る
生

物
の
う
ち
、
約
15
％
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
世
界
三
大
漁
場
の
ひ
と
つ
な

の
で
あ
る
。

近
頃
は
、
世
界
的
な
「
寿
司
ブ
ー

ム
」
の
影
響
で
マ
グ
ロ
の
価
値
や
消

費
量
は
急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
ウ

ナ
ギ
も
ま
た
「
土
用
の
う
な
ぎ
」
の

時
期
の
み
な
ら
ず
、
年
間
を
通
じ
て

そ
の
需
要
は
ま
さ
に
う
な
ぎ
の
ぼ
り

の
状
況
に
あ
る
。
従
来
の
天
然
モ
ノ

だ
け
で
な
く
、
今
や
養
殖
の
マ
グ
ロ

や
ウ
ナ
ギ
が
市
場
の
大
半
を
占
め
、

そ
の
開
発
技
術
を
早
急
に
高
め
て
市

場
へ
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
水
産
資
源
の
ほ
か
に

「
日
本
の
海
」
に
ね
む
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
は
、
黒
潮
に
乗
っ
て
運
ば
れ
る

ウ
ラ
ン
や
日
本
の
乏
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
を
解
決
し
う
る
豊
富
な
「
メ
タ

ル
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」
の
存
在
が
あ
る
。

こ
の
「
燃
え
る
氷
」
と
呼
ば
れ
る

メ
タ
ル
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
埋
蔵
量
は
、

日
本
の
天
然
ガ
ス
消
費
量
の
約
90
余

年
分
に
相
当
す
る
量
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
海
底
熱
水
鉱
床
」
は
、

日
本
の
比
較
的
浅
い
海
域
に
分
布
し
、

か
つ
金
や
銀
の
含
有
率
や
品
位
も
高

く
、
技
術
的
に
も
開
発
が
可
能
で
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
実
用
化
の
可
能

性
も
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
海
洋

技
術
は
世
界
最
先
端
を
走
っ
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
広
大
で
豊
か
な
海

は
、
日
本
の
離
島
の
多
さ
に
起
因
し

て
い
る
。
こ
の
日
本
の
離
島
に
野
心

を
見
せ
る
近
隣
諸
国
に
対
す
る
政
治

的
な
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
（
国
境
・
離

島
政
策
）
及
び
開
発
援
助
政
策
の
両

面
で
も
っ
て
、
ぜ
ひ
こ
の
海
洋
の
権

利
を
守
り
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

海
洋
大
国
・
日
本

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

「
メ
ゾ
」
は
「
ナ
ノ
」

な
の
！

よ
く
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
言
い
ま
す
が
、
日
本
で
は

「
メ
ゾ
」
と
か
メ
ゾ
ス
コ

ピ
ッ
ク
と
い
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
メ
ゾ
ス
コ
ー
ピ
ッ
ク

領
域
と
言
え
ば
す
ぐ
に
見
当

は
付
き
ま
す
が
、
日
本
語
的

に
縮
め
て
書
く
の
で
解
り
に

く
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
「
メ
ゾ
」
や
「
ナ
ノ
」

と
は
、
ど
い
う
こ
と
か
事
例

で
解
説
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
よ
そ
量
子
論
が
適
用
さ

れ
扱
う
メ
ゾ
の
サ
イ
ズ
は
、

原
子
百
個
程
度
の
１
ナ
ノ
メ
ー

ト
ル
～
10
ミ
ク
ロ
ン
メ
ー
ト

ル
で
す
。

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、

Ｅ
Ｖ
電
気
自
動
車
等
の
大
容

量
化
電
池
性
能
を
ど
う
実
現

す
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

リ
チ
ュ
ー
ム
電
池
電
極
の
表

面
積
を
増
す
こ
と
が
鍵
と
な

り
ま
す
が
、
問
題
は
表
面
積

を
ど
う
や
っ
て
増
す
か
で
あ

り
ま
す
。

こ
こ
で
電
極
を
方
眼
紙
と

仮
定
し
ま
し
ょ
う
。
方
眼
紙

の
各
マ
ス
に
鉛
筆
を
立
て
て

み
る
、
ハ
イ
こ
れ
で
考
え
方

は
で
き
あ
が
り
で
す
。
鉛
筆

の
長
さ
10
Cm
で
は
24
倍
、
新

品
な
ら
18
Cm
で
43
倍
に
表
面

積
が
増
え
ま
す
。
こ
れ
を
分

子
レ
ベ
ル
で
行
う
と
い
う
こ

と
ナ
ノ
で
す
、

Ｅ
Ｖ
電
気
自
動
車
が
発
売

さ
れ
て
２
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
、
搭
載
し
た
２

次
電
池
の
寿
命
は
３
年
程
度

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
Ｅ
Ｖ
の
２
次
電
池
の
寿

命
が
試
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
は
た
し
て
、
ど
ん
な
こ

と
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
？

☆

☆

☆

「
7/4
C
E
R
N
発
表

ヒ
ッ

グ
ス
粒
子
確
認
し
た
。
」

新
た
な
科
学
の
展
開
と
な

る
。

よ
も
や
ま
話

よ
ろ
ず
や

ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

彩
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

正
鵠
会

賛
助
券
購
入
の

ご
協
力
を

フ
ェ
ス
タ
の
運
営
経
費
は
、

賛
助
券
購
入
の
ご
協
力
で
賄
っ

て
い
ま
す
。

一
枚
千
円
で
、
購
入
の
方
に

は
個
人
作
品
の
展
示
、
抹
茶
席

の
利
用
、
俳
句
川
柳
の
投
句
、

交
流
パ
ー
テ
ィ
へ
の
参
加
等
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
サ
ー
ク
ル
の

責
任
者
も
し
く
は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
事
務
局
の
篠
田
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。


